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○「令和３年度大学入試共通テスト」受験準備について
■受験会場は下関市立大学（当日どのようにして行くか考えておこう）
■受験票・写真票（いつも使うバッグに入れる。しまいすぎて場所がわからないことが無いように）
■鉛筆（Ｈ・Ｆ・ＨＢ）、鉛筆削り、プラスチック消しゴム
　シャープペンシルはメモに限り使用可。格言や和歌のある鉛筆は使用できません。模試の時、シャー
　プペンシルだけで受験していた人がいましたが、早めに鉛筆を用意しておくこと。マークするのは鉛
　筆で行うこと。同じＨＢの濃さでも、読み取り機は鉛筆指定です。鉛筆削りは電動やナイフは不可
　です。
■ハンカチ、ティッシュ、眼鏡、目薬、座布団、膝掛け
　当日机におけるものは、「受験票・写真票・鉛筆・シャープペンシル・消しゴム・鉛筆削り・時計・
　眼鏡・ハンカチ・中身だけを取り出したティッシュ・目薬」。座布団や膝掛けは監督者に申し出て
　許可を受けてから使用します。「耳栓」は説明が聞けないので使用不可です。

①氏名、現住所、電話番号の変更
②受験票・写真票・成績請求票等の再発行
『受験案内』Ｐ３６、３７を参照のこと。

　新型コロナウイルス感染症が急速に広がりはじめ、第３波が到来しています。先日１１月２７日、文
部科学大臣の会見では、緊急事態宣言が出された場合でも大学入学共通テストは予定通り実施する考え
を明らかにしました。しかし、この２週間の間に北海道や大阪府では感染者が増え、自衛隊に看護師の
要請をする事態になってきています。日々感染状況の変化は心配されるところですが、３年生みなさん
はしっかり睡眠をとり、体調管理をして受験に向けて万全の準備をしていきましょう。

○「令和３年度大学入学共通テスト受験票・写真票・成績請求票」について

２　成績請求票の取り扱い

①国公立大学用６枚（推薦・総合・前期・後期・中期・２次募集用各１枚）
②私立大学・公私立短期大学用１８枚
・出願の際に切り離し、願書に貼り付けて出願する。
・国公立大学は前期・中期・後期すべて１／２５（月）～２／５（金）に出願する。
・国公立大学の推薦入試は、共通テストを課すかどうかにかかわらず、１つの大学・学部にしか出願で
　きない。
・国公立総合型選抜用、私立大学・公私立短期大学用成績請求票は追加発行できる。
　『受験案内』Ｐ３７参照のこと。

３　その他、出願後の各種手続き

　受験票が届きました。これは、共通テストだけでなく、大学出願から入学後（大学によっては成績開
示の際に）まで必要になる大切なものです。あわせて配付した『受験上の注意』（これも受験当日会場
に持参すること）にも目を通しておいてください。特に今年は「新型コロナウイルス感染予防対策」に
ついて多くの注意事項があげられています。大学入試センターのＨＰにも『受験上の注意』が周知のた
め載せてあります。保護者の方にも見ておいてもらってください。

１　受験票・写真票の取り扱い

①受験票に表示された受験科目名、登録科目数と自分の登録内容に誤りがないかどうかを必ず確認す
　る。万一誤りがある場合は、受験票を再発行する必要があるので、すぐに『受験案内』裏表紙の「
　大学入試センター事業第１課（０３-３４６５-８６００）」に電話で問い合わせる。
②受験票と写真票には同一の写真（裏に氏名を黒のボールペンで書き）をしっかりと貼り付ける。縦
　４㎝×横３㎝、試験前３ヶ月以内、上半身無帽のもの。眼鏡をかけて受験する者は必ず眼鏡をかけ
　て撮影する。
　カラーでも白黒でも可。鮮明であればスピード写真をはじめ自宅で撮影しプリントしたものでもよ
　い。
③「自署欄」に自分で氏名を記入する。（黒のボールペン）
・受験票と写真票は切り離さず、共通テスト当日に必ず持参する（成績請求票のみ切り離して、大切に
　保管する）。
・写真票は最初に受験する時間に試験室で監督者が回収する。
・受験票は各大学の個別学力試験（２次試験）だけでなく、大学の入学手続きや成績開示の際にも必要
　になる（詳しくは各大学の募集要項等で確認）。共通テスト後も絶対に紛失することのないよう、大
　切に保管すること。



４　「新型コロナウイルス感染症予防対策」の注意事項

（１）試験前
①  手洗い・手指消毒、咳エチケットの徹底、身体的距離の確保、「三つの密」（密集、密接、密閉）
　の回避などを行うとともに、バランスのとれた食事、適度な運動、休養、睡眠など体調管理を心が
　けてください。
②  試験日の７日程度前から、朝などに体温測定を行うこととし、「健康観察記録」を利用して体調の
　変化の有無を確認してください。
③  試験日の２週間程度前から発熱・咳等の症状がある場合は、あらかじめ医療機関を受診し、適切な
　治療を受けてください。
④  新型コロナウイルス等の感染症に罹患し、試験中に入院又は自宅又は宿泊施設において療養中の者
　は他の受験者や監督者等に感染するおそれがあるため受験できません。追試験の受験を申請してくだ
　さい。また、試験日に発熱・咳等の症状があるなど、体調が万全でない場合は、無理して受験せず、
　追試験の受験を申請してください。
⑤  保健所から新型コロナウイルス感染症患者と濃厚接触者として健康観察や外出自粛を要請されてい
　る者のほか、過去２週間以内に、政府から入国制限、入国後の観察期間を必要とされている国・地域
　から日本に入国した者（以下「濃厚接触者」という。）は、無症状であれば、以下のア～エの要件を
　全て満たしている場合は受験が認められます。受験を希望する場合は、試験前日の午前１０時までに
　受験票に記載されている「問合せ大学」に電話連絡してください。なお、要件を一つでも満たさない
　場合は受験できませんので、追試験の受験を申請してください。
ア　初期スクリーニング（自治体によるＰＣＲ検査又は検疫所における抗原定量検査）の結果、陰性で
　あること。
イ  受験当日も無症状であること
ウ  公共の交通機関（電車、バス、タクシー、航空機、旅客船等）を利用せず、かつ、人が密集する場
　所を避けて受験場にいくこと
エ  終日、別室で受験すること
（注）「問合せ大学」にまず電話連絡した上で、以下の事項について志願者本人が自署した書面をファ
      ックス・メール等で提出してください。
　　内容は『受験上の注意』Ｐ４参照のこと
⑥　「新型コロナウイルス接触確認アプリ（ＣＯＣＯＡ）は、利用者が新型コロナウイルス感染症の陽
　性者と接触した可能性がある場合に通知を受けることができるものであり、その後の検査の受診など
　保健所のサポートを早く受けることができるため、活用するのが望ましいです。なお、通知を受けた
　ことにより直ちに濃厚接触者であることを意味するものではありません。

■問題冊子は最後まで必ずめくる。
　「まだ問題が残っていた」ということがないように注意すること。
■監督者の声や指示には従うこと。迷惑行為はしない。
　指示に従わない場合は不正行為になります。試験場から連れ出されないように。
■地歴・公民、数学の開始ページ、科目マーク忘れはしない
　模試の時でも見受けられましたが、開始ページの間違い、科目マークのし忘れは絶対にしない。国語
　とリスニング以外の解答用紙にはすべて解答科目欄があり、マークをします。

■服装
　緊張感が保て精神的にも落ち着くので、例年みんな制服です。天候によっては、脱着のできるように
　しておきましょう。暖房のすぐ側だと暑いですし、雨や雪の場合には、履き替え用のソックスは必需
　品です。
　今回は、会場では換気が行われます。寒さ対策は必須です。
■受験者入室時間までに必ず到着。試験開始時間に合わせてではない。
　各教科の入室時間は、『受験上の注意』を参照すること。
■マークはその都度
　最後にまとめてマークをするということは絶対にしない。解いたらその都度マークをします。わから
　なくても飛ばさずとりあえずマークをしておいて、後からやり直してください。飛ばすとずれてしま
　い失点につながります。共通テストの解答用紙には、受験番号（５桁）だけでなく、試験場コード
　（６桁）も記入します。



（２）試験当日
①体調不良時の対応
　ア　試験当日、発熱・咳等の症状があるなど、体調が万全では無い場合は、無理して受験せず、追試
　　験の受験を申請してください。特に、「健康状態チェックリスト」の確認事項のうち、Ａ欄で１項
　　目以上又はＢ欄で２項目以上該当する場合は、他の受験者や監督者等の安全確保のため、受験でき
　　ません。追試験の受験を申請してください。
　　「健康状態チェックリスト」は『受験上の注意』Ｐ４参照のこと
　Ａ：発熱の症状がある（37.5度以上）・息き苦しさがある・強いだるさがある
　Ｂ：味を感じない・臭いを感じない・咳の症状が続いている・咽頭痛が続いている・下痢をしている
　イ　その他の体調不良の場合も、無理して受験せず、追試験の受験を申請してください。等
②試験場への入場
　ア　各試験場では、入場時の混雑を避けるための対策をしていますので、受験票に記載されている「
　　問合せ大学」のホームページ等を確認してください。
　イ　受験者以外の入場は、受験上の配慮として付添者の同伴を許可された場合に限ります。許可のな
　　い保護者等の入場はできません。

５　追試験の実施
（１）実施期日等
　　　共通テスト（１）について、疾病、負傷等やむを得ない事情により受験できない者を対象として
　　１月３０日（土）、１月３１日（日）に追試験を実施します。
　（注１）共通テスト（１）の受験者は、特例追試験の受験を申請することはできません。
　（注２）追試験についての追試験はありません。また、特例追試験についての追試験はありません。

④手指消毒の実施
　ア　各試験室や受験者控室の出入口付近に速乾性アルコール製剤等を設置しますので、入退室を行う
　　ごとに手指消毒を行ってください。
　イ　何らかの事情により、速乾性アルコール製剤等を使用することが難しい場合は、受験者自身でこ
　　れに代わるものを準備し、手指消毒を行うようにしてください。

③マスク着用
　ア　マスク（予備のマスクを含む）を持参し、試験場内では常にマスクを正しく着用してください。
　　フェースシールド又はマウスシールドの着用のみでは、受験することができません。
　　感覚過敏等によりマスクの着用が困難な場合は、「医師の診断書」を提出して受験上の配慮申請を
　　行い別室での受験を申請する必要があります。申請方法及び受付期間等については、『受験案内』
　　のＰ４０を参照してください。
　    なお、受験上の配慮申請を行わずに試験当日に申し出た場合は、マスクを着用せずに受験するこ
　　とはできないため、追試験の受験を申請してもらうことになります。
　イ　使用済みのマスクについては、試験場で廃棄せず、必ず自宅等に持ち帰ってください。

⑤休憩時間
　ア　休憩時間等は、他者との会話、交流、接触を極力控えるとともに、試験室内では自席以外に座ら
　　ないでください。
　イ　トイレを使用する場合は、フロアの誘導表示に従うなど混雑を避けて利用してください。また、
　　手洗い後に使用するハンカチ、ハンドタオル等は各自持参してください。
⑥昼食
　ア　昼食は、試験場の食堂等が開放されていないため、各自持参の上、以下の時間に、自席で食事を
　　とってください。
　・１日目：「地理歴史、公民」の試験終了後から、「国語」の受験者入室終了時刻の１５分前まで
　・２日目：「数学①」の試験終了後から、「数学②」の受験者入室終了時刻の１５分前まで
⑦服装
　　試験当日は、試験室内の換気のため窓の開放等を行う時間帯があるため、上着などを持参してくだ
　　さい。
⑧試験室からの退室
　　試験終了後、試験室からの一斉退室による混雑を避けるため、監督者から退室方法等について指示
    がありますので、その指示に従って退室してください。
（３）試験終了後
①帰宅の際は、「三つの密」の回避など新型コロナウイルス感染症に感染しないような行動をするとと
　もに、帰宅後は手洗い等の感染予防対策を十分に行ってください。
②試験終了後２週間以内に新型コロナウイルス感染症に罹患したことが判明した場合には、受験票に記
　載されている「問合せ大学」に連絡してください。



終わりに

１２月２８日（月）公務納め

１２月２９日（火）～１月３日（日）学校閉庁

　１月　８日（金）始業式

　１月１４日（木）１，２年生小論文模試

　３年生の総合型選抜試験（旧ＡＯ）、学校推薦型選抜試験（旧指定校・公募
推薦）の合否結果がほぼ出そろってきた。今年は、全国的に、コロナ禍もあり
早く決めたいという思いから推薦入試の倍率が高まった。指定校において、大
学によっては出願者多数のため不合格が出たようである。「受験は団体戦」で
す。合格した人は、皆を支える気持ちで一層勉強に励んでほしいものです。
　さて、昨年末に発刊され、この秋に手に入れていた「２１Ｌｅｓｓｏｎｓ」
をようやく読み終えた。私たちの決定は、実は「アルゴリズムによって決まっ
ていく」という記述には考えさせられた。　　         　 （文責　木嶋）

　２月　５日（金）、６日（土）２年生マーク模試

　１月１５日（金）３年生午前中授業、２年生記述模試

　１月１６日（土）大学入学共通テスト初日、１，２年生記述模試

　１月１７日（日）大学入学共通テスト２日目

　１月１８日（月）３年生自己採点

○行事予定

○その他
　豊高生の会場は下関市立大学です。試験場コードは２３２７０１の６桁。会
場では、６３１名が受験します。行き方としては、サンデンバス北浦方面行き
「山の田」下車、徒歩４分又はＪＲ「幡生駅」から徒歩２０分です。
　開門は８：１５です。

（２）試験場
　　①追試験の試験場は、全都道府県に設定します（山口県の場合は、山口大学です）。詳細につ
　　いては、大学入試センターのホームページから確認してください。

○１年生対象進路講演会（１２月１０日）

１２月２４日（木）大掃除　終業式　ＬＨＲ

　代々木ゼミナール福岡校草間啓介氏をお迎えし、「２年後の大学入試に向け
て」の演題で進路講演会を実施しました。「将来のことを考えよう」「情報収
集をしよう」「勉強をしよう」の３つのテーマのもと、「自分の将来をしっか
り考えよう」「進学情報は自分でも収集しよう」「勉強は計画的に今日からは
じめよう（１，２年生の内容も入試に出る）」を話されました。「逆算力＝最
終到達地点から自分のやるべき学習を知る」「計画力＝残り時間で何が出来る
か」「継続力＝先を見据えた計画的な学習」を実践していきましょう。
（生徒の感想より）
　「大学に合格するために大切なことや、将来について今から真剣に考えるべ
きことがたくさんわかりました。私は高１の間はそんなに焦って勉強しなくて
もいいと思っていたけど、試験内容や受験までの日数を知り、今日から少しず
つ頑張ろうと思いました。希望する大学や職業に就けるようにこれから意識を
もって過ごしていきたいです。」
　「今までは無計画で勉強していたのですが、これからは１週間分の計画を立
てて勉強していきたいと思います。７６０日後の大学入試も見据えて勉強して
いきたいです。」

　北九州予備校大山純治氏を講師にお迎えし、「令和時代を駆け抜けるヒン
ト」の演題で進路講演会を実施しました。２年生全員と保護者３０名の参加が
ありました。講演の中では、「受験生に変わる」＝「将来なりたい自分のこと
を考える」→「その大学を探しているか」→「志望校を決める」ことである。
「大学進学は自分への投資である」「学校に軸足をおく」「集中して繰り返
す」など多くの助言をいただきました。３年０学期といわれる時期になりま
す。今回学んだことを学校生活に活かしていきましょう。

○２年生対象進路講演会実施（１１月１９日）


